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I ．問題と目的 

障がい者が能力をその可能な最大限度まで発 

達させるには,その障がいの状態に応じた十分 

な教育を受けられるような教育上の支援が必要 

であり,適切な教材等の提供が必要不可欠であ 

ると考えられる。しかしながら，高橋・植村・ 

佐藤（2016）は「触察に関連する教材については, 

実際の教育現場では既存の教材は決して多いと 

はいえず 担当教員が児童・生徒の学習状況に 

応じて作成している現状がある」と述べている。 

視覚障がいに対応した教材・教具の開発・整備 

を進めることが求められている。また,視覚障 

がいの教育の中でも数学学習は晴眼者に比べて 

多くの困難を抱えていることも指摘されている。 

視覚障がいのある生徒の数学学習法を確立して 

いく上でも，視覚障がいに対応した数学学習の 

様々な教材が必要であると考える。 

そこで本研究では，数学の触察教材づくりに 

おける条件を概することで,今後の視覚障が 

いに対応した数学の触察教材づくりのあり方に 

ついて，検討を加えることを目的とした。 

~．研究方法 

1．文献的検討 

視覚障がい教育の歴史的経緯と今日的な動向， 

視覚障がい児の数学学習べ融察教材についての 

先行研究や文献を整浬する。 

2．半構造化インタビュー調査 

高校数学学習経験のある視覚障がい者と視覚 

指導教員 高橋 眞琴 

障がいのある生徒の数学指導経験者を対象に視 

覚障がいに対応した数学教材ーーズに関する半 

構造化インタビュー調査を行い,中西・堀内 

(2019）の方法に基づき，分析を加える。 

3．視覚障がいに対応した数学触察教材の作成 

実際に視覚障がいに対応した数学触察教材を 

作成し，作成方法を整理する。視覚障がいのあ 

る生徒・視覚障がい者に自作触察教材を使用し 

てもらい,使用感の確認を行う。 

皿 結果 

1‘文献的検討 

視覚障がい教育の歴史より，点字などの教材 

の開発が数多くの先駆者によって充実してきた 

ことが判明した。視覚障がい教育の現状からは, 

（視覚）特別支援学校教員の在籍年数が3年以 

下であるが半数以上であることから，はじめて 

視覚障がい教育に携わる人にとって,視覚障が 

いに対応した教材づくりにおける指針が必要だ 

と考えられる。視覚障がい児の数学学習につい 

ては，黒板を使わないで授業を行うので適切な 

言葉かけが重要等，晴眼児と多くの違いがある 

ことが判明した。図形やグラフを触察で認知す 

るには時間がかかる等の視覚障がい児の数学学 

習の困難性についても明確になった視覚障が 

いに対応した触察教材については，触察におけ 

る困難陛に配慮し,伝えたい本質を強調し不必 

要な情報を削除して焦点化する等，工夫して触 

察教材を作成することが示唆された 
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2．半構造化インタビュー調査 

視覚障がいに対応した数学教材は少ないが, 

欲しい教材は教師が苦労して作っていて，現場 

で活用されていることが判明した。「教材づくり 

で一番に考えることとして，目的にあった教材 

を作ること」と述べられており，目的にあった 

教材開発が重要である。視覚障がいのある生徒 

の数学学習については,全体像を」醒する際の 

困難が述べられていた。「シンプルな教材。個に 

応じた教材。焦点化された教材。生徒に応じた 

サイズの教材。過程がわかる教材。触ってわか 

るように素材を変えている教材。」等,それぞれ 

の願いがかなった教材の開発が必要である。 

3．視覚障がいに対応した数学滴虫察教材の作成 

数学触察教材例を用いた授業での生徒の感想 

は「動カせるので,わかりやすかった」であっ 

た。教える内容を明確にして生徒の理解の過程 

を考えて教材を作成することの重要陛, 石］動教 

材の有効陛が示唆された。理解を促進するため 

には対象生徒の実態把握を行い，生徒の触察能 

力にあわせて教材を作成する必要がある。かか 

なくてもよい情報は削除してノイズの少ない点 

図，必要な情報は簡潔に盛り込んだ焦点化され 

た点図を作成することで，認職のしやすさが増 

すことが判明した。また，素材犬研彡状を工夫す 

ることは，全体像を認識する手立てとして有効 

だったと考えられる。課題としては,焦点化さ 

れた触察孝妹オでは様々な学習内容に対応するこ 

とはできないので，学習内容に応じて複数の触 

察教材が必要なことである。 

N ．考察 

視覚障がいに対応した数学の触察教材づくり 

における条件麹里においては，以下の点が考察 

された。 

考慮すべき点として，「①教える内容を明確 

にする。②対象生徒の実態把握をする。③生 

徒の理解の過程を考える。④視覚障がい児の数 

学学習における考慮すべき点,配慮すべき点を 

知る。」である。視覚障がいに対応した数学の触 

察教材づくりでは,「①形状や素材をェ夫（②彦ミ 

定，安全な教材，生徒に応じたサイズの教材。 

③司動教材。」等である。視覚障がいに対応し 

た数学の触察教材づくりおいては，多くのこと 

を考え,配慮や工夫をして作成する必要がある。 

視覚障がいに対応した数学の触察教材づくり 

における条件整理から見えてきた今後の視覚障 

がいに対応した数学の触察教材づくりのあり方 

においては,教材づくりの基本が大切で，数学 

の触察教材づくりでは,数学の専門性が必要で 

あることが判明した。そして，視覚障がい教育 

について知り,視覚障がいに対応した数学の触 

察孝妹オを作成しなければいけない。 

本研究では,数学の触察教材づくりにおける 

条件を整理し，視覚障がいに対応した数学の触 

察教材をどのように作成すればよいかを具体的 

に示すことができた。視覚障がいに対応した数 

学の触察教材を作成するときの指針となるべき 

ものと考察した。 
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